










MPGN type I の 26 例(平均 10歳 3 ヵ月)のうち、61.5%は学校検尿で無症候性血尿ないしは

蛋白尿として、残りは急性腎炎症状或いはネフローゼ症候群を呈し発見されていた。92.3%

に C3 か C4、或いは両者の低下を認めた。尿中蛋白 1日 1g 以上の症例は坂口分類で 5a、5b、

6 などに属する傾向があった。GBM での Anionic site の減少を認め、charge barrier の

破綻が蛋白尿の一因と考えられた。 


